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1. はじめに 
 社会における情報メディアの活用シーンの多様化、高
度化が進んでいる。また企業や個人が気軽に情報を発信
することが、日常の中で受け入れられるようになってき
た。教育現場において、それらに応じたカリキュラムを
提供することが求められてきている。 
 情報処理や利用の技術を学ぶ、情報リテラシーととも
に、それらによって生み出されるメディアの特性を理解
し、活用する能力を高めることの重要性が一般にも認識
されてきている。 
 このような背景の下、広島大学では平成１５年後期よ
り教養的教育科目として主に学部二年次を対象とした
「メディア活用研究」という講義を開講し、本年度に至
っている。情報処理や利用の技術を学んだ上で、さらに
能動的にメディアを活用するためのきっかけとリテラ
シーを習得させることを目的としている。 
 この講義から得られた課題について述べると共に、大
学生を対象とした場合の現状の問題点など、大学におけ
るメディア活用教育のあり方について考察する。 
 
 
２．講義「メディア活用研究」の概要 
 
2-1 講義の位置づけ 
 広島大学では、情報システムの基本操作を柱とした情
報リテラシー教育を平成９年よりおこなっており、また
平成１３年には多目的自主学習支援環境としてのマル
チメディアフロアーを開設など、情報メディアの学習環
境の整備を随時行ってきている。 
 現在情報リテラシー教育のための講義は、情報活用基
礎および演習が提供されており、さらに各学部の専門的
な教育へと発展していくように構成されている。 
 メディア活用研究は、情報メディアをより効果的に活
用する実践的なカリキュラムとして、またメディアを批
判的に読み解くメディアリテラシーの醸成を見据えて
開設された。（図１） 
 

図１ 各講義の関係 
 

 メディア活用研究は、本学に開設されているマルチメ
ディア工房（西図書館二階）で実施している。iMac が
３台設置されたテーブルが８組あり、また備品としてデ
ジタルビデオカメラと三脚が６組あり、これらを活用し
た講義内容である。講義の内容を表１に示す。 
 
表１ 講義の内容（H１５年度後期） 
回 内容 
1 ガイダンス 
2 自動車のポスターを比較観察する 
3 ポスター作成の基礎技術習得 

（Illustrator, Photoshop） 
4-6 [課題] 自動車のポスターの作成 

（企画、素材収集、作成、印刷、発表） 
7 報道番組を観察する 
8 報道番組について考察する 
9 ＴＶＣＭを観察する 
10 ＣＭ作成の基礎技術習得（iMovie） 
11-14 [課題] 大学のＣＭの作成 

（企画、素材撮影、編集、発表） 
15 メディアを学ぶことについて考察する 

 
2-2 講義における留意点 
 平成１５年度前期に試行したオープンクラス「メディ
ア活用研究」（全１２回：本学の学生および教職員対象）
による変更点、留意点は以下の通りである。 
 
・課題のテーマを限定 
 受講生同士での課題作品の比較をより効果的なもの
とするために、課題のテーマを限定した。具体的には「大
学のＣＭ」を「Ｓホールの地域住民へのアピール」へと
変更した。これにより、創作意欲の減退が心配されたが、
同じ対象物でも各自の視点や演出によって、与えるイメ
ージが大きく異なることを学べたと思われる。 
 
・メディア教材のための素材の用意 
 マツダ財団のご好意により、本講座のために自動車販
売促進用のビデオクリップおよび、多数のミニチュアカ
ーを貸与していただいた。今回は自動車ポスターの作成
に用いた。具体の素材をいかに見せるか、自分の手と眼
で確かめながら作業をおこなうことが実現した。 
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・需要に応じた技術の習得 
 集団で習得する技術を絞り、各人の作業の中で、教員
が一対一で技術を紹介していく方法をとった。技術をつ
かわせるための演習ではなく、作成したい作品を実現さ
せることに注力させることが重要であり、必要となる技
術が個々で異なるためである。 
 
集団で習得した技術の例 
 デジタルカメラからの写真の取込 
 写真の拡大縮小、切り取り 
 文字と写真の紙面へのレイアウト 
 ビデオカメラからの映像の取込 
 映像素材の並び替えとテロップ作成 

 
個々で学んだ技術の例 
 ブルーバックを用いた写真撮影 
 Photoshopによる写真合成、色調補正 
 ビデオ映像の色調補正、加工 

 
・チーム作業体験から個人および二人の作業へ 
 チーム内における意見集約や役割分担の明確化とい
った共同作業の重要性の学習をねらい、５人程度のチー
ムに分かれた作業を主としたカリキュラムを試行した
が、これを個人および二人程度の作業に変更した。 
 メディアの特性を理解させるために受講生本人の考
えと、他者の考えとを比較することが効果的である。し
かし５人程度のチームでは、発言する人としない人に分
かれてしまう。これを個人および二人の作業とすること
で、意見を比較する対象を明確にした。 
 メディアの観察、および企画から「理解」へと至る作
業の関係を図２に示す。 

  
 図２ メディア理解への作業の関係 
 
 
 
 

3.大学におけるメディア活用教育の課題 
・教材の問題 
 Ｈ１５年度前期の試行に続きスキャニングＴＶ日本
語版を教材として一部用いた。特にＴＶＣＭは、研究者
が独自で収集することが現実的ではない。ＴＶＣＭはそ
の国の社会的文化的背景が強く反映されており、受講者
にとっても身近なメディアの一つであり、メディアの影
響力についてのよい教材である。日本独自の教材開発が
期待される。 
・スタッフ数、受け入れ可能数 
 学生がそれぞれの需要に応じた技術の習得を実施す
るため、スタッフ５人で対応できる学生数は２０名が限
度であった。今後、個々が必要に応じて学ぶ技術につい
て、より効果的に学習できるような補助教材、例えばソ
フトウェアの課題ごとの教則カードのようなものが必
要だと感じている。 
 
4. まとめ 
 講義の中に、受講生同士の会話によって見解の比較を
おこなう要素を取り入れたことで、メディアの特性への
理解が高まったと考えられる。今後、これについて数値
的な裏付けをおこなっていきたい。 
 技術の習得が足りないために、メディアの活用ができ
ないと考えている学生が多い。そのため受講者からも、
当初ソフトウェアの利用法を学ぶ声が少なくなかった。 
技術の習得と共に、問題提起や他者とのディスカッショ
ンを多く取り入れてきたことで、次第にメディアそのも
のへの興味が増してきたと実感した。 
 現在のところ、社会におけるメディア教育への意識の
高まりに対して、大学生の意識は高いとはいえない状況
である。履修を希望した学生数は定員と同程度であった
が、これは母数に対してわずか１％である。 
 どのようにして、メディアの理解と活用の重要性を認
識してもらうかは、我々講義担当者だけではない大きな
課題であろう。 
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